
 
 

平成３０年３月２日 
 

「日本語教育人材の養成・研修の在り方について（報告）」について 
 

 
◎経緯 
 日本語教師の養成については，平成 12 年の「日本語教育のための教員養成について」を

基本的な指針として，大学等の日本語教師養成機関において実施されていますが，様々な

課題が指摘されてきたところです。 
このため，国語分科会の下に設けられた日本語教育小委員会において，日本語教育人材

の養成や研修の在り方を議題として審議を進めてきました。 
 
◎概要 
 当報告においては，日本語教育人材をその役割に応じて，①日本語教師，②日本語教育

コーディネーター，③日本語学習支援者の三つに分類し，その分類と段階や活動分野ごと

に，求められる資質・能力，養成・研修の在り方及び教育内容を示しています。 
 また，大学等において養成課程を編成する際の目安となるモデルカリキュラムも掲載し

ています。 
 
 

  

文化庁では，平成 28 年度から文化審議会国語分科会において，日本語教育人材の養

成や研修の在り方について検討を進めてきました。この度，その検討結果を「日本語教

育人材の養成・研修の在り方について（報告）」として取りまとめましたので，お知ら

せします。 

＜担当＞ 文化庁文化部国語課 

  日本語教育専門官      小松 圭二 （内線 3157） 

  専門職（日本語教育担当）  増田 麻美子（内線 2644） 

  専門職（日本語教育担当）  北村 祐人 （内線 2644） 

 

   電話：03－5253－4111（代表） 

            03－6734－2840（直通） 



日本語教師の養成については，平成12年の「日本語教育のための教員養成について」に沿って，
大学等において実施されているが，平成12年に示された教育内容については，次のような課題が指摘されている。

検討に当たり，日本語教育人材について，次のとおり整理した。
【役 割】
（１）  日 本 語 教 師  ： 日本語学習者に直接日本語を指導する者
（２）  日本語教育コーディネーター ：

日本語教育プログラムの策定・教室運営・改善，日本語教師等に対する指導・助言を行うほか，
多様な機関との連携・協力を担う者

（３）日本語学習支援者： 日本語教師や日本語教育コーディネーターと共に日本語学習者の日本語学習を支援し，促進
する者

【段 階】 （１）日本語教師については，三つの段階に整理した。
①養 成・・・日本語教師を目指す者
②初 任・・・日本語教師の養成段階を修了した者で，それぞれの活動分野に新たに携わる者
③中 堅・・・日本語教師として初級から上級までの技能別指導を含む十分な経験を有する者

（２）日本語教育コーディネーターは，（１）日本語教師③中堅を経た者とし，特に次の２者について検討した。
①関係機関との連携の下，「生活者としての外国人」に対する教育プログラムの編成・実施に携わる地域日本語教育
コーディネーター
②在留資格「留学」が取得できる法務省が告示した日本語教育機関で教育課程の編成や他の教員の指導を担う主任教員

「日本語教育人材の養成・研修の在り方について（報告）」の概要

１．検討の経緯等

● 幅広い教育内容が示されているが，様々な活動分野や役割に応じた資質・能力や教育内容は示されていない。
● 三つの教育領域，五つの区分とそれに対応する教育内容の例等を示しているが，必ず学習すべき内容が明確に
示されてはいない。
● 提示以来18年が経過していることから，大学等における教育・研究の進展や社会情勢の変化に，対応できて
いない。



日本語教育人材の養成・研修のための教育内容及びモデルカリキュラム（教育課程編成の目安）について，役割・段階ごとに提示。
モデルカリキュラムには，想定される養成・研修実施機関別の教育内容，教育方法，単位数／単位時間数，科目名を例示。

（１）日本語教師【①養成】・・・教育実習をはじめ教授法，日本語教育のための日本語分析・文法・音韻と音声体系・文字と表記等，５０の教育内容を
「必須の教育内容」として示した。更に，大学等の教育機関において養成を実施する際のモデルカリキュラムを提示。

日本語教師【②初任】・・・各活動分野（「生活者としての外国人」，留学生，児童生徒等に対する日本語教育）別に，当該教育現場における
ＯＪＴ研修や，外部の集合研修などで実施する教育内容及びモデルカリキュラムを提示。

日本語教師【③中堅】・・・分野横断的に必要とされる教育内容のほか現場の課題に取り組む形式の実践的研修を想定した教育内容を提示。

（２）日本語教育コーディネーター【①地域日本語教育コーディネーター】
・・・文化庁，地方公共団体，大学等が実施する研修の教育内容及びモデルカリキュラムを提示。

日本語教育コーディネーター【②主任教員】
・・・教務面の責任者に必要とされる管理者研修の教育内容及びモデルカリキュラムを提示。

（３）日本語学習支援者  ・・・多文化共生・日本語教育に興味・関心を持つ者を対象とした地方公共団体や大学等が実施する
研修の教育内容を提示。

３．日本語教育人材の養成・研修の在り方及び教育内容

１．日本語教育人材に共通して求められる基本的な資質・能力
（１）日本語を正確に理解し的確に運用できる能力を持っていること。
（２）多様な言語・文化・社会的背景を持つ学習者と接する上で，文化的多様性を理解し尊重する態度を持っていること。
（３）コミュニケーションを通じてコミュニケーションを学ぶという日本語教育の特性を理解していること。

２．専門家としての日本語教師に求められる資質・能力
（１）言語教育者として必要とされる学習者に対する実践的なコミュニケーション能力を有していること。
（２）日本語だけでなく多様な言語や文化に対して，深い関心と鋭い感覚を有していること。
（３）国際的な活動を行う教育者として，グローバルな視野を持ち，豊かな教養と人間性を備えていること。
（４）日本語教育に関する専門性とその社会的意義についての自覚と情熱を有し，常に学び続ける態度を有していること。
（５）日本語教育を通した人間の成長と発達に対する深い理解と関心を有していること。

３．役割・段階ごとに求められる日本語教育人材の資質・能力について，知識・技能・態度に分けて整理

２．日本語教育人材に求められる資質・能力



 
 
 
 
 
 

 

日本語教育人材の養成・研修の在り方について 

（報告） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 30年 3月 2日 

文化審議会国語分科会 
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日本語教師【養成】における教育内容 表9 

3領域・5区分・16下位区分 16下位区分の解説 必須の教育内容 その他の教育内容の例 
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①世界と日本 

日本語教育が必要とされる社会的背景を考えるために，国際社会

の実情と日本との関係，日本の社会・文化，学習者と日本との関

係を理解する。 

(1）世界と日本の社会と文化 歴史，教育，日本事情，海外の移民施策 等 

②異文化接触 

多様な背景を持っ学習者個々に必要とされる日本語教育を考える

ために，学習者が日本語を必要とするに至った経緯や，学習者と

周囲との接触の状況を理解する。 

(2）日本の在留外国人施策 

(3）多文化共生（地域社会における共生） 

国際協力，文化交流，地域協力，精神衛生， 

外国人児童生徒等 等 

③日本語教育の歴史と現状 
学習者に適切に接する態度や学習者の背景及び将来を考えるため

に，日本語教育の歴史や現状，制度を理解する。 

(4）日本語教育史 

(5）言語政策 

(6）日本語の試験 

(7）世界と日本の日本語教育事情 

教師養成，学習者の推移と多様化， 

教育制度，各国語試験 等 

言
語

と
 
社
会
 

④言語と社会の関係 

学習者の円滑な社会生活を実現するために，社会，文化，政策と

言語との関係やそれによって生じる言語の有り様，また社会的な

行動を支える社会的・文化的慣習にっいて理解する。 

(8）社会言語学 

(9）言語政策とことば 

ことばと文化，言語社会学，教育社会学， 

言語接触，言語管理，継承語 等 

⑤言語使用と社会 

様々な社会的状況において円滑なコミュニケーションを実現する

ために，社会や集団における言語・非言語行動の様相や方略にっ

いて理解する。 

(10）コミュニケーションストラテジー 

(11）待遇・敬意表現 

(12）言語・非言語行動 

言語変種，ジエンダ一差・世代差， 

地域言語と共通語，地域生活関連情報 等 

⑥異文化コミュニケーション

と社会 

異なる文化・言語を持っ人々が共存する社会の在り方を考えるた

めに，互いの文化・言語に対する態度や言語を用いた人との関係

構築にっいて理解する。 

(13）多言語・多文化主義 

言語・文化相対主義，自文化（自民族）中心主

義，言語選択，アイデンテイテイ, 
異文化間トレランス，言語イデオ口ギ―, 
複言語・複文化主義 等 

言
 
語
 と
 
心
 
理
 

⑦言語理解の過程 
効果的な日本語教育を考えるために，学習者の言語情報の処理過

程や学習の仕組み，学習の方法にっいて理解する。 

(14）談話理解 

(15）言語学習 

言語処理，予測一推測，記憶，視点， 

学習者要因 等 

⑧言語習得・発達 

個々の学習者に合わせた日本語教育を考えるために，言語の習得

過程や学習者要因，また学習効果を高める方略にっいて理解す

る。 

(16）習得過程（第ー言語・第ニ言語） 

(17）学習ストラテジー 

幼児言語，中間言語，言語喪失， 

バイリンガリズム，学習過程， 

学習者タイプ，学習障害・発達障害 等 

⑨異文化理解と心理 

自文化とは異なる環境にある学習者に配慮した指導を考えるため

に，異文化接触によって生じる間題とその解決，また動機や不安

などの心的側面にっいて理解する。 

(18）異文化受容・適応 

(19）日本語の学習・教育の情意的側面 
社会的スキル，集団主義，教育心理 等 

言
語

と
 
教
育
 

⑩言語教育法・実習 

学習者の日本語能力と求められる日本語教育プ口グラムの目的や目

標を踏まえた日本語教育を考えるために，コースを設計する方

法，学習項目に合わせた教授法や教材の選択，授業を組み立てる

ための準備，学習の成果を測る観点と方法，教授能カを高めるた

めの自他の授業分析に必要となる知識及び日本語教育を実践する

カを身に付ける。 

(20）日本語教師の資質・能カ 

(21）日本語教育プ口グラムの理解と実践 

(22）教室・言語環境の設定 

(23）コースデザイン 

(24）教授法 

(25）教材分析・作成・開発 

(26）評価法 

(27）授業計画 

(28）教育実習 	※詳細は38ページ参照 

(29）中間言語分析 

(30）授業分析・自己点検能カ 

(31）目的・対象別日本語教育法 

学習者情報，教育情報，教室活動， 

障害者教育 等 

⑩異文化間教育と 

コミュニーケーション教育 

文化の多様性を尊重し，異なる文化背景を持っ者同士の円滑なコ 

ミュニケーションを実現するために，文化を異にする者の物事の捉

え方やコミュニケーション方略にっいて理解する。 

(32）異文化間教育 

(33）異文化コミュニケーション 

(34）コミュニケーション教育 

学習者の権利，国際・比較教育， 

国際理解教育，開発コミュニケ一ション， 

異文化マネージメント，コミュニケーションに関す

る言語間対照 等 

⑩言語教育と情報 

効率的で創造的な日本語教育を行うために，学習管理や教材作成

等に必要となるにT活用方法を知るとともに，情報資源の扱い方に

っいて理解する。 

(35）日本語教育とにT 

(36）著作権 

言
語
 

⑩言語の構造―般 

学習をより効率的なものにするために，言語を分析的に観察する方

法を理解し，世界の言語及び日本語を系統的・類型的に捉えると

ともに，学習者の言語と日本語学習の関係を理解する。 

(37）一般言語学 

(38）対照言語学 

世界の諸言語，言語の類型，音声的類型， 

形態（語葉）的類型，統語的類型， 

意味論的類型，語用論的類型，言語学史 等 

⑩日本語の構造 

日本語そのものに関する知識を学習者に正確に伝えるために，日

本語を分析的に捉える方法を理解し，言語教育的な観点から多面

的に整理された日本語に関する知識を体系的に身に付ける。 

(39）日本語教育のための日本語分析 

(40）日本語教育のための音韻・音声体系 

(41）日本語教育のための文字と表記 

(42）日本語教育のための形態・語葉体系 

(43）日本語教育のための文法体系 

(44）日本語教育のための意味体系 

(45）日本語教育のための語用論的規範 

日本語の系統，日本語史，日本語学史 等 

⑩言語研究 

理論言語学，応用言語学，情報学， 

社会言語学，心理言語学，認知言語学， 

言語地理学，計量言語学，歴史言語学， 

コミュニケーション学 等 

⑩コミュニケーション能カ 

学習者の日本語によるコミュニケーション能力を育成するため

に，コミュニケーション能カに関する知臓を身に付ける。また， 

日本語教育を実践する上で必要となるコミュニケーション能力を

向上させる。 

(46）受容・理解能カ 

(47）言語運用能力 

(48）社会文化能カ 

(49）対人関係能力 

(50）異文化調整能カ 

表出能力，談話構成能力，議論能力 等 

（備考）0 関連ページ：20ページ表1「日本語教師【養成】に求められる資質・能力」 

1【領域】：コミュニケーションを核として， 「社会・文化に関わる領域」 「教育に関わる領域」 「言語に関わる領域」の 3つの領域からなり，それぞれはあえて明確な線引きは行わず，段階的に緩やかな

関係と捉え，また優先順位を設けず，いずれも等価と位置づける。 

2 【区分】 】上記 3領域の区分として， 「社会・文化・地域」 「言語と社会」 「言語と文化」 「言語と教育」 「言語」の 5つの区分を設ける。 

また，それぞれの下位の区分として， 16区分を設定し，教育の目的や内容について解説を加えた。 

3 【必須の教育内容】：日本語教師の養成においては，必須となる基礎的な項目について明示した。教育実習を含む「必須の教育内容」のカリキュラム全体に示す割合としては26単位または420単位時間の 

3分の 2以上となることが望ましい。 

4 【その他の教育内容の例】：必須の教育内容以外の項目例については，参考として掲載したが，この限りではなく，各教育機関‘団体の特徴を生かして設定することができる。 

の 5つの区分を設ける。 
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